










































本論文は 5 部で構成される。  
第Ⅰ部では先行研究の知見を整理し，本論の研究課題ならびに目的について
















れについて検討した第 4 章と第 5 章では，絵本の読み聞かせ場面で保育者や保護
者がどのような発話や行為から子どもの読みの“理解 ”を捉えているかの語りを分析し











































在に子どもが成るような社会的完成活動（Holzman, 2009, Newman & Holzman, 
1993）が大人と子どもの間で創り出されていった結果，子どもは発展途上にあ
る読みを「自分のもの」とし絵本読みの学習が生起していたと考えられた。  
 
